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【はじめに】岐阜工業高等専門学校では学生の自主性を引き出すためいくつかの取り組みを実施

している。全学的に科学技術リテラシー教育実習を行い学生が自主的に活動できる機会を提供し、

地域貢献や岐阜高専のブランド化に寄与している。1)	 また、各種資格、TOEIC 等をポイント化

する制度を導入して学生の自主的な活動を活性化させた。2)  卒業後、新産業や国際社会に耐えう

るよう学生を育てるためには、リテラシー能力とコンピテンシー能力を鍛える必要がある。コン

ピテンシーは主体性、積極性といった行動力に関わるものであり、本校では Grit（やり抜く力）

と呼んで、これを育てるためのキャリア教育を実施している。1 年生から 5 年生（専攻科の場合

は 2 年生）まで系統的にキャリア教育ができるようにプログラムを作り、さらに定量的に教育効

果を検証できるようシステムを構築した。3) 本発表はコンピテンシー能力を測定するため PROG

テストを導入し、その結果をキャリア教育システムの検証に用いる。 

【方法】PROGとは河合塾と㈱リアセックが共同で開発した学生のリテラシー能力とコンピテンシ

ー能力を数値として評価するものである。このPROGテストを本校の全学生を対象として実施する。

注意点として、本来数値化しにくいコンピテンシー能力を、PROGでは質問の回答を統計的手段に

より可視化したものである。したがって得られた数値は学生の優劣をつけるような絶対的なもの

ではない。 

【結果】平成 29年度に第 4学年の学生（大学 1年生に相当）に実施した結果、総合したリテラシ

ー能力は 4年制大学の理系学生の 1年生の平均より高く、国公立 4年制大学の理系学生の 1年生

の平均とほぼ同じであった。総合したコンピテンシー能力は大学生との差はなかった。コンピテ

ンシーは大・中分類として対人基礎力（親和力、協働力、統率力）、対自己基礎力（感情抑制力、

自信創出力、行動持続力）、対課題基礎力（課題発見力、計画発見力、実践力）に分けられてい

る。本校学生は特に統率力と課題発見力が大学生より高い数値だった。平成 30年度に実施した

PROGの結果を利用して学年進行に伴う変化を調べ、キャリア教育システムの評価、検証をする。
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